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今回は「たこ焼き風かき揚げ」をご紹介します。

天つゆや塩はもちろん、ソースで食べてもおいしい

です。たこの旨みときゃべつの甘みに、紅しょうが

がアクセントになるたこ焼き風です。

材料（4人分）

たこ焼き風かき揚げ
本場に負けないおいしさ

浜のおかあさん

レシピ

すべての材料をみじん切りにする。
天ぷら粉を水で溶き、①を入れて混ぜる。
②をスプーンですくい、熱した油で揚げる。
カラッと揚がったら油を切って、皿に盛って出来上
がり。

❶
❷
❸

作り方

ゆでたこ足…120ｇ
たまねぎ…１/４個
きゃべつ…1枚
紅しょうが…10ｇ

天ぷら粉…１カップ
水…１００ｃｃ
サラダ油…適量

特集
第57回 北海道漁業協同組合長会議
第70回 ぎょれん通常総会

石狩湾漁協

中井 寿美子さん
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こ
に
は
疲
労
回
復
の
効
果
が
期
待
で

き
る
ア
ミ
ノ
酸
の
一
種
で
あ
る
「
タ

ウ
リ
ン
」
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
タ

ウ
リ
ン
に
は
弱
っ
た
肝
臓
の
機
能
を

高
め
る
効
果
や
交
感
神
経
を
抑
制
し

て
血
圧
を
下
げ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
目
の
働
き
を
助
け
て
傷
つ
い

た
網
膜
を
修
復
す
る
作
用
も
あ
り
、

目
薬
の
成
分
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い

る
ほ
ど
で
す
。

　あ
れ
？
弱
っ
た
肝
臓
！
血
圧
を
下

げ
る
働
き
！
網
膜
の
修
復
！
あ
る
年

代
の
方
に
は
思
い
当
た
る
人
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
こ
は

私
も
含
め
、
そ
う
し
た
み
な
さ
ん
に

も
必
要
な
栄
養
素
を
含
ん
で
い
る
の

で
す
。

　半
夏
生
の
た
こ
は
旬
を
迎
え
、
色

つ
や
が
よ
く
、
柔
ら
か
く
て
と
っ
て

も
美
味
し
い
で
す
。
昔
の
人
た
ち
も

そ
れ
が
わ
か
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。

　た
こ
を
す
り
こ
ぎ
な
ど
で
た
た
い

て
、
炭
酸
水
と
水
を
同
量
、
お
酒
を

少
し
入
れ
て
煮
る
と
や
わ
ら
か
く
な

り
ま
す
よ
。
そ
れ
を
お
好
み
の
味
付

け
で
今
晩
の
お
か
ず
に
い
か
が
で
す

か
。
我
が
家
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
は
柔

ら
か
く
煮
た
た
こ
と
茄
子
や
ズ
ッ

キ
ー
ニ
な
ど
の
夏
野
菜
を
た
っ
ぷ
り

加
え
て
、
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
で
。
ご
飯

　季
節
を
意
識
し
な
が
ら
自
分
の
内

側
に
耳
を
傾
け
、
自
然
の
流
れ
に

沿
っ
た
食
事
を
摂
る
。
健
や
か
で
彩

り
豊
か
な
毎
日
を
送
る
た
め
に
。

　今
年
の
夏
至
は
六
月
二
十
二
日
で

し
た
ね
。
そ
こ
か
ら
数
え
て
十
一
日

目
、
七
月
二
日
は
半
夏
生
（※）

。
梅
雨

が
明
け
、
田
植
え
を
終
え
る
節
目
の

頃
で
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
風
習
が
あ

る
よ
う
で
す
。

　関
西
の
一
部
地
域
で
は
半
夏
生
に

た
こ
を
食
べ
る
習
慣
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
時
期
、
農
家
の
人
た
ち
が
神
様

に
た
こ
を
捧
げ
て
豊
作
を
祈
っ
た
こ

と
か
ら
始
ま
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

た
こ
の
足
の
よ
う
に
稲
が
し
っ
か
り

と
根
を
張
り
、
た
こ
の
足
の
吸
盤
の

よ
う
に
稲
穂
も
た
わ
わ
に
実
っ
て
ほ

し
い
。
そ
ん
な
願
い
が
込
め
ら
れ
て

い
た
な
ど
諸
説
あ
る
よ
う
で
す
。
欧

米
で
は
「
デ
ビ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
」
と

呼
ば
れ
敬
遠
さ
れ
て
い
た
た
こ
で
す

が
、
日
本
で
は
昔
か
ら
馴
染
み
の
食

材
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　半
夏
生
に
ス
ー
パ
ー
に
た
こ
が
並

ぶ
光
景
は
北
海
道
で
も
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　た
こ
は
、
た
こ
焼
き
、
寿
司
ネ
タ
、

酢
の
物
、
か
ら
揚
げ
、
た
こ
飯
な
ど

幅
広
い
料
理
に
使
わ
れ
ま
す
ね
。
た

「た　こ」

に
も
パ
ン
に
も
そ
し
て
パ
ス
タ
に
も

合
う
万
能
レ
シ
ピ
で
す
。
旬
の
た
こ

を
食
べ
て
夏
に
弾
み
を
つ
け
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。

　冷
蔵
庫
に
は
キ
ン
キ
ン
に
冷
や
し

た
白
ワ
イ
ン
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
か
。

※

半
夏
生
は
雑
節
の
ひ
と
つ
。
夏
至
か
ら
数

え
て
十
一
日
目
。
七
月
二
日
ご
ろ
。
来
年

は
七
月
一
日
。
こ
の
日
か
ら
五
日
間
を
さ

す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　今月から、札幌で活躍する2人の管理栄養士の方に、旬の
魚をテーマとしたコラムを交互にご寄稿頂きます。

坂下 美樹
管理栄養士/調理師/製菓衛生師/
フードコーディネーター
実母で料理研究家の坂田蓉子に師
事（さかた料理研究室主宰）。
現在、北海道新聞くらし面「今日の
1品」執筆中。「道新文化教室」開催。
道新ポケットブック等の料理制作な
ど。平成20年11月「カフェ＆料理教室
/うららか」オープン。
ぎょれんと共にレシピの制作多数。

みきさんの

コラム

は
ん
げ
し
ょ
う

と

げ

　
　し
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落石漁港昆布盛地区は30ｍを越える断崖に隣接している
表紙の写真
落石漁協／庄林 大騎さんご家族です。

浜の家族物語

落石漁協／庄林 大騎さん　ご家族12

なみまるインフォメーション14

大漁祈願！

浜のほっとニュース16

みなさんのお便りでつくるページ

なみまる おたより箱17

頭すっきり!! ブレイクタイム13

特集1
02 第57回 北海道漁業協同組合長会議

特集2
05 第70回 ぎょれん通常総会

08 河川海洋環境の保全活動の一環として、
北海道ぎょれんは脱・抑プラスチックへ取り組みます

09 ぎょれんの新機構図

10 退任する役員からの御挨拶

11 道漁青連が「平成31年度（令和元年度）第１回地区会長会議」を開催

「たこ」
みきさんのおさかなコラム

01
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特集1
SPECIAL

特集1  第57回 北海道漁業協同組合長会議

5つの決議案・運動方針が原案通り承認、決議された、
第５７回全道漁協組合長会議

第
57
回 

北
海
道
漁
業
協
同
組
合
長
会
議

新
た
な
資
源
管
理
や
資
源
増
大
対
策
の
推
進
、

漁
業
経
営
の
安
定・強
化
、漁
場
環
境
づ
く
り

な
ど
、５
つ
の
決
議
案・運
動
方
針
を
採
決

　
会
議
で
は
、
主
催
団
体
を
代
表
し
、
ぎ
ょ
れ
ん
川
崎
会

長
が
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
岩
田
組
合
長
（
い
ぶ
り
噴
火
湾

漁
協
）
を
議
長
に
、
上
見
組
合
長
（
え
さ
ん
漁
協
）
を
副

議
長
に
選
任
し
、
議
事
を
進
行
し
ま
し
た
。
　

　
提
出
さ
れ
た
５
件
の
決
議
案
・
運
動
方
針
は
い
ず
れ
も

原
案
通
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
決
議
内
容

の
具
体
的
な
推
進
方

法
に
つ
い
て
は
ぎ
ょ

れ
ん
川
崎
会
長
に
一

任
さ
れ
、
各
系
統
団

体
、
協
議
会
他
関
係

諸
団
体
と
の
連
携
を

図
り
、
強
力
に
推
進

し
て
い
く
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

決
議
内
容
に
つ
い
て

決
議
第
１
号

国
の
「
水
産
政
策
の
改
革
」
に
基
づ
く
本
道
漁

業
の
実
態
に
即
し
た
新
た
な
資
源
管
理
の
推
進

に
つ
い
て

（
１
）
新
た
な
海
面
利
用
制
度
に
向
け
た
漁
業
秩
序
の
確
立

①
漁
業
権
付
与
の
基
準
の
明
確
化
を
図
る
こ
と

②
Ｉ
Ｑ
（
個
別
割
当
）
の
導
入
に
つ
い
て
、
多
様
性
の
あ

る
沿
岸
漁
業
に
配
慮
す
る
こ
と

③
漁
船
の
大
型
化
に
よ
り
、水
産
資
源
や
そ
の
他
漁
法
の

操
業
に
影
響
が
で
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

④
指
定
漁
業
の
許
可
体
系
の
見
直
し
に
あ
た
り
、漁
業
の
在

り
方
に
つ
い
て
そ
の
他
漁
業
者
が
意
見
・
要
望
等
を
提

出
す
る
機
会
を
新
た
に
設
け
る
こ
と

⑤
漁
業
法
改
正
に
関
係
す
る
政
省
令
、通
達
の
制
定
、経
過

措
置
等
に
つ
い
て
は
、十
分
な
期
間
を
設
け
、漁
業
者
の

理
解
を
得
た
上
で
定
め
る
こ
と

（
２
）
本
道
漁
業
に
即
し
た
適
切
な
資
源
管
理
の
推
進

①
Ｍ
Ｓ
Ｙ
（
最
大
持
続
生
産
量
）
等
に
基
づ
く
新
た
な
資

源
管
理
目
標
の
設
定
と
管
理
に
あ
た
り
、
拙
速
な
取

り
進
め
を
し
な
い
こ
と

②
精
度
の
高
い
資
源
評
価
に
基
づ
く
資
源
管
理
の
推
進
を

は
か
る
こ
と

　
6
月
13
日（
木
）、札
幌
市
の
第
2
水
産
ビ

ル
大
会
議
室
で「
第
57
回
北
海
道
漁
業
協
同

組
合
長
会
議
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。会
議
に

は
5
月
14
日（
火
）の「
北
海
道
漁
業
協
同
組

合
長
会
議
第
一
回
決
議
実
行
委
員
会
」で
審
議

さ
れ
た
5
件
の
決
議
等
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、そ
の
会
議
の
模
様
と
決
議
内

容
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

来賓として挨拶される
鈴木直道北海道知事

ぎょれん 川崎会長

③
ほ
っ
け
（
道
北
系
群
）
や
す
け
と
う
だ
ら
（
日
本
海
北

部
系
群
・
太
平
洋
系
群
）
等
を
対
象
と
し
て
新
た
な

資
源
管
理
シ
ス
テ
ム
を
先
行
導
入
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
拙
速
な
取
り
進
め
を
せ
ず
、
漁
業
経
営
に
配
慮

す
る
こ
と

④
Ｔ
Ａ
Ｃ
魚
種
の
追
加
や
新
た
な
資
源
管
理
目
標
等
に
よ

る
漁
獲
制
限
措
置
に
つ
い
て
、複
数
の
魚
種
を
混
獲
す
る

沿
岸
漁
法
の
特
性
に
配
慮
す
る
こ
と

⑤
す
け
と
う
だ
ら
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
管
理
に
つ
い
て
、来
遊
状
況

に
応
じ
た
弾
力
的
運
用
を
は
か
る
こ
と

⑥
太
平
洋
く
ろ
ま
ぐ
ろ
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
管
理
に
お
い
て
、
漁
業

実
態
に
即
し
た
適
切
な
運
用
を
図
る
こ
と

（
３
）
資
源
管
理
に
取
り
組
む
漁
業
者
へ
の
支
援
措
置

①
新
た
な
資
源
管
理
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
資
源
管
理
目
標

の
達
成
に
向
け
て
、
休
漁
・
減
船
等
に
よ
り
資
源
管

理
に
取
り
組
む
漁
業
者
・
漁
協
に
対
し
て
、
十
分
な

支
援
を
行
う
こ
と

（
４
）
資
源
に
見
合
っ
た
操
業
体
制
の
構
築

①
試
験
研
究
調
査
を
基
に
幼
稚
魚
、未
成
魚
等
の
保
護
に

向
け
た
操
業
体
制
の
構
築
を
図
る
こ
と

②
日
本
海
海
域
す
る
め
い
か
の
外
国
漁
船
漁
獲
に
よ
る
資

源
減
少
に
対
す
る
対
策
を
図
る
こ
と

決
議
第
２
号

浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
資
源
増
大
対

策
の
推
進
に
つ
い
て

（
１
）
資
源
減
少
が
著
し
い
魚
種
に
対
す
る
即
効
性
の
あ

る
資
源
増
大
対
策

拡
充
な
ど
に
よ
り
、
国
内
外
の
消
費
拡
大
対
策
を
強

化
す
る
こ
と

②
道
産
水
産
物
の
消
費
拡
大
に
む
け
て
、
地
産
地
消
を
含

む
食
育
活
動
の
推
進
を
は
か
る
こ
と

③
水
産
物
輸
出
を
拡
大
す
る
た
め
、水
産
加
工
場
の
Ｈ
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
定
取
得
や
生
産
海
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
に
対

す
る
支
援
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、輸
出
手
続
き
の
簡

素
化
な
ど
に
つ
い
て
関
係
国
に
働
き
か
け
る
こ
と

（
５
）
水
産
政
策
の
改
革
に
向
け
た
漁
業
近
代
化
資
金
利

子
補
給
金
の
拡
充
強
化

①
水
産
政
策
の
改
革
を
着
実
に
実
行
す
る
た
め
、
沿
岸
漁

業
者
等
が
必
要
と
す
る
漁
業
近
代
化
資
金
の
融
資
枠

の
増
枠
を
図
る
こ
と

②
漁
業
の
成
長
産
業
化
推
進
の
た
め
、
各
補
助
事
業
実
施

に
伴
う
補
助
残
融
資
に
つ
い
て
は
、
所
要
額
全
額
の

融
資
枠
を
確
保
す
る
こ
と
。
特
に
漁
協
系
統
団
体
が

一
丸
と
な
っ
て
実
施
し
て
い
る
漁
船
リ
ー
ス
事
業
に

つ
い
て
は
、
確
実
に
融
資
枠
を
確
保
す
る
こ
と

決
議
第
４
号

水
産
業
の
成
長
産
業
化
の
基
盤
と
な
る
揺
る
ぎ

な
い
漁
場
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

（
１
）
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
の
拡
充
強
化

①
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
の
活
動
範
囲
を
拡
充

し
、
十
分
な
予
算
措
置
を
行
う
こ
と

②
国
境
・
水
域
監
視
は
国
益
を
守
る
重
要
な
活
動
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
外
国
船
の
漂
流
・
漂
着
等
が
頻
発
し
て

い
る
現
状
下
、
漁
業
者
に
よ
る
国
境
・
水
域
監
視
等

①
ほ
っ
け
等
資
源
が
低
位
に
あ
る
魚
種
に
お
い
て
、種
苗

生
産
・
放
流
技
術
を
確
立
し
、中
長
期
的
視
点
に
立
っ
た

栽
培
漁
業
を
推
進
す
る
こ
と

②
秋
鮭
の
孵
化
放
流
事
業
の
試
験
研
究
体
制
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、来
遊
減
少
の
原
因
を
分
析
し
、効
果
的
な

資
源
回
復
措
置
を
講
じ
る
こ
と

③
養
殖
ほ
た
て
の
大
量
へ
い
死
に
対
す
る
資
源
回
復
・
増

大
に
向
け
た
対
策
の
強
化
を
図
る
こ
と

④
さ
ん
ま
、い
か
等
回
遊
魚
種
に
つ
い
て
、資
源
減
少
要
因

を
分
析
し
、実
効
的
資
源
増
大
対
策
を
講
じ
る
こ
と

⑤
昆
布
資
源
増
大
の
た
め
の
調
査
研
究
の
拡
充
と
早
期
実

用
化
を
図
る
こ
と

（
２
）
変
動
す
る
海
洋
環
境
や
海
域
の
特
性
に
合
致
し
た

効
果
的
な
資
源
回
復・増
大
対
策

①
海
洋
環
境
の
変
動
に
適
応
す
る
種
苗
生
産
な
ど
増
養
殖

技
術
を
確
立
す
る
こ
と

②
か
き
、あ
さ
り
、う
に
、つ
ぶ
、ほ
た
て
等
、浜
の
活
力
再

生
プ
ラ
ン
等
に
基
づ
き
、各
浜
に
て
自
ら
取
り
組
ん
で

い
る
栽
培
漁
業
へ
の
支
援
を
講
じ
る
こ
と

③
さ
く
ら
ま
す
や
に
し
ん
な
ど
地
域
の
特
性
の
高
い
回
遊

魚
種
に
対
し
、
継
続
的
、
効
果
的
な
資
源
増
大
対
策

を
は
か
る
こ
と

　
決
議
第
３
号

漁
業
構
造
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
漁
業
経
営
の

安
定
と
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

（
１
）
漁
業
の
担
い
手
・
後
継
者
確
保
対
策
と
各
種
制
度

等
を
活
用
し
た
漁
業
就
労
者
対
策
の
推
進

①
担
い
手
対
策
と
し
て
重
要
施
策
の
一
つ
で
あ
る
現
行
漁

船
リ
ー
ス
事
業
の
拡
充
強
化
を
は
か
る
こ
と

②
外
国
人
技
能
実
習
生
制
度
等
に
お
い
て
、
実
習
環
境
の

一
層
の
整
備
を
は
か
る
た
め
、
実
態
に
即
し
た
制
度

の
改
善
を
は
か
る
こ
と

③
新
規
漁
業
就
業
者
の
雇
用
や
育
成
支
援
体
制
の
拡
充
を

は
か
る
こ
と

④
個
人
版
事
業
承
継
税
制
の
対
象
資
産
に
、漁
協
出
資
金
・

事
業
用
貯
金
等
を
含
め
、贈
与
税
・
相
続
税
の
納
税
猶

予
並
び
に
減
免
等
課
税
の
特
例
措
置
を
講
じ
る
こ
と

（
２
）
漁
業
経
営
対
策
の
更
な
る
拡
充
強
化

①
計
画
的
な
設
備
投
資
に
よ
る
脆
弱
な
生
産
基
盤
の
安
定

と
国
際
競
争
力
の
強
化
を
は
か
る
た
め
の
各
種
漁
業
設

備
支
援
措
置
に
つ
い
て
拡
充
強
化
を
は
か
る
こ
と

②
漁
業
収
入
安
定
対
策
の
機
能
強
化
・
法
制
化
に
あ
た

り
、
現
行
制
度
の
改
善
と
Ｔ
Ａ
Ｃ
対
象
魚
種
拡
大
に

伴
う
拡
充
対
策
に
取
り
組
む
こ
と

③
漁
業
用
燃
油
高
騰
対
策
事
業
の
拡
充
強
化
を
図
る
こ
と

④
漁
業
用
燃
油
に
対
す
る
免
税
還
付
措
置
の
恒
久
化
を
図

る
こ
と 

（
３
）
先
行
き
不
透
明
な
貿
易
自
由
化
交
渉
に
対
す
る
対

応
策
の
強
化

①
現
在
交
渉
が
進
め
ら
れ
て
い
る
東
ア
ジ
ア
地
域
包
括
的

経
済
協
定
（
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
）
や
日
米
物
品
貿
易
協
定

（
Ｔ
Ａ
Ｇ
協
定
）
等
の
貿
易
自
由
化
交
渉
に
お
い

て
、
主
要
水
産
物
を
関
税
撤
廃
な
ど
の
対
象
か
ら
除

外
す
る
等
、
本
道
漁
業
へ
の
影
響
が
で
な
い
よ
う
交

渉
を
進
め
る
こ
と

②
既
に
発
効
済
み
で
あ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
や
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ

等
の
協
定
に
つ
い
て
も
、
新
た
に
本
道
漁
業
へ
の
影

響
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
影
響
回
避
措

置
を
講
じ
る
こ
と

（
４
）
本
道
水
産
物
の
消
費
拡
大
と
円
滑
な
加
工
流
通
対

策
の
推
進

①
現
行
の
流
通
促
進
・
消
費
等
拡
大
対
策
事
業
等
の
制
度

発
言
者

大
石
組
合
長

　
　（
船
泊
漁
協
）

発
言
者

三
上
組
合
長

　
　（
砂
原
漁
協
）

の
活
動
に
対
す
る
支
援
の
拡
充
を
図
る
こ
と

（
２
）
自
然
災
害
等
リ
ス
ク
に
対
す
る
防
災
体
制
の
強
化

①
近
年
、
大
型
低
気
圧
等
が
本
道
海
域
に
接
近
、
上
陸

し
、
漁
業
被
害
が
頻
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
流
木

対
策
を
含
む
未
然
防
止
対
策
並
び
に
早
期
復
旧
体
制

の
確
立
を
図
る
こ
と

（
３
）
豊
か
な
海
づ
く
り
に
向
け
た
河
川・海
洋
に
対
す
る

環
境
整
備

①
漁
場
環
境
保
全
の
た
め
、
森
林
や
河
川
環
境
の
整
備
と

藻
場
の
回
復
・
造
成
を
図
る
こ
と

②
農
業
・
開
発
由
来
に
よ
る
濁
水
等
流
出
等
の
防
止
対
策

の
強
化
を
図
る
こ
と

③
原
油
流
出
に
よ
る
海
洋
汚
染
防
止
対
策
の
強
化
を
図
る
こ
と

（
４
）
有
害
生
物
等
漁
業
被
害
対
策
の
拡
充
強
化

①
海
獣
類
（
ト
ド
、
ア
ザ
ラ
シ
、
オ
ッ
ト
セ
イ
、
ラ
ッ
コ

等
）
に
よ
る
漁
業
被
害
対
策
及
び
各
種
支
援
の
拡
充

強
化
を
図
る
こ
と

②
ほ
た
て
に
付
着
す
る
ザ
ラ
ボ
ヤ
被
害
対
策
の
推
進
を
図

る
こ
と

③
有
害
生
物
漁
業
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業
の
拡
充
強
化

を
図
る
こ
と

（
５
）
密
漁
防
止
対
策
の
更
な
る
推
進

①
密
漁
、外
国
船
の
違
法
操
業
等
に
対
す
る
取
締
機
関
に

よ
る
監
視
・
取
り
締
ま
り
を
強
化
す
る
こ
と

②
密
漁
監
視
体
制
強
化
の
支
援
の
た
め
の
「
浜
の
活
力
再

生
交
付
金
」
に
つ
い
て
、
更
な
る
予
算
や
事
業
内
容

の
拡
充
を
図
る
こ
と

③
密
漁
品
の
流
通
防
止
に
向
け
た
対
策
の
強
化
を
図
る
こ
と

④
最
先
端
技
術
に
よ
る
密
漁
防
止
対
策
の
強
化
を
図
る
こ
と

（
６
）
原
発
関
連
諸
対
策
の
継
続

①
福
島
第
一
原
発
事
故
の
早
期
収
束
と
安
全
対
策
を
推
進

す
る
こ
と

②
国
内
外
の
風
評
被
害
対
策
と
新
た
な
風
評
被
害
の
未
然

防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と発

言
者

西
山
組
合
長

　
　（
標
津
漁
協
）

（
７
）
諸
外
国
に
よ
る
脅
威
等
に
対
す
る
漁
業
へ
の
影
響

回
避
対
策
の
強
化

①
外
国
不
審
船
に
対
し
、
国
境
監
視
の
強
化
や
沿
岸
警
備

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
被
害
補
償
や
漂
着
物
処

理
に
つ
い
て
は
国
の
責
任
に
お
い
て
行
う
こ
と

②
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
等
諸
外
国
か
ら
の
脅
威

に
対
し
、
漁
業
者
の
安
全
確
保
を
最
優
先
と
し
、
万

一
、
漁
業
者
が
被
害
を
被
っ
た
際
は
国
の
責
任
に
お

い
て
被
害
を
補
償
す
る
こ
と

新
た
な
運
動
方
針

美
し
い
海
と
海
洋
生
物
を
守
り
続
け
る
た
め
の

脱
・
抑
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

本
年
度
は
、脱
・
抑
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
対
策
の
推
進
に
漁
業
者

が
自
ら
取
り
組
む

議長を務めたいぶり噴火湾漁協岩田組合長と
副議長を務めたえさん漁協上見組合長
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役員改選となった今年。新たな体制で数々の課題に取り組んでいます

新
た
な
資
源
管
理
や
資
源
増
大
対
策
の
推
進
、

漁
業
経
営
の
安
定・強
化
、漁
場
環
境
づ
く
り

な
ど
、５
つ
の
決
議
案・運
動
方
針
を
採
決

　
会
議
で
は
、
主
催
団
体
を
代
表
し
、
ぎ
ょ
れ
ん
川
崎
会

長
が
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
岩
田
組
合
長
（
い
ぶ
り
噴
火
湾

漁
協
）
を
議
長
に
、
上
見
組
合
長
（
え
さ
ん
漁
協
）
を
副

議
長
に
選
任
し
、
議
事
を
進
行
し
ま
し
た
。
　

　
提
出
さ
れ
た
５
件
の
決
議
案
・
運
動
方
針
は
い
ず
れ
も

原
案
通
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
決
議
内
容

の
具
体
的
な
推
進
方

法
に
つ
い
て
は
ぎ
ょ

れ
ん
川
崎
会
長
に
一

任
さ
れ
、
各
系
統
団

体
、
協
議
会
他
関
係

諸
団
体
と
の
連
携
を

図
り
、
強
力
に
推
進

し
て
い
く
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

決
議
内
容
に
つ
い
て

決
議
第
１
号

国
の
「
水
産
政
策
の
改
革
」
に
基
づ
く
本
道
漁

業
の
実
態
に
即
し
た
新
た
な
資
源
管
理
の
推
進

に
つ
い
て

（
１
）
新
た
な
海
面
利
用
制
度
に
向
け
た
漁
業
秩
序
の
確
立

①
漁
業
権
付
与
の
基
準
の
明
確
化
を
図
る
こ
と

②
Ｉ
Ｑ
（
個
別
割
当
）
の
導
入
に
つ
い
て
、
多
様
性
の
あ

る
沿
岸
漁
業
に
配
慮
す
る
こ
と

③
漁
船
の
大
型
化
に
よ
り
、水
産
資
源
や
そ
の
他
漁
法
の

操
業
に
影
響
が
で
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

④
指
定
漁
業
の
許
可
体
系
の
見
直
し
に
あ
た
り
、漁
業
の
在

り
方
に
つ
い
て
そ
の
他
漁
業
者
が
意
見
・
要
望
等
を
提

出
す
る
機
会
を
新
た
に
設
け
る
こ
と

⑤
漁
業
法
改
正
に
関
係
す
る
政
省
令
、通
達
の
制
定
、経
過

措
置
等
に
つ
い
て
は
、十
分
な
期
間
を
設
け
、漁
業
者
の

理
解
を
得
た
上
で
定
め
る
こ
と

（
２
）
本
道
漁
業
に
即
し
た
適
切
な
資
源
管
理
の
推
進

①
Ｍ
Ｓ
Ｙ
（
最
大
持
続
生
産
量
）
等
に
基
づ
く
新
た
な
資

源
管
理
目
標
の
設
定
と
管
理
に
あ
た
り
、
拙
速
な
取

り
進
め
を
し
な
い
こ
と

②
精
度
の
高
い
資
源
評
価
に
基
づ
く
資
源
管
理
の
推
進
を

は
か
る
こ
と

③
ほ
っ
け
（
道
北
系
群
）
や
す
け
と
う
だ
ら
（
日
本
海
北

部
系
群
・
太
平
洋
系
群
）
等
を
対
象
と
し
て
新
た
な

資
源
管
理
シ
ス
テ
ム
を
先
行
導
入
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
拙
速
な
取
り
進
め
を
せ
ず
、
漁
業
経
営
に
配
慮

す
る
こ
と

④
Ｔ
Ａ
Ｃ
魚
種
の
追
加
や
新
た
な
資
源
管
理
目
標
等
に
よ

る
漁
獲
制
限
措
置
に
つ
い
て
、複
数
の
魚
種
を
混
獲
す
る

沿
岸
漁
法
の
特
性
に
配
慮
す
る
こ
と

⑤
す
け
と
う
だ
ら
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
管
理
に
つ
い
て
、来
遊
状
況

に
応
じ
た
弾
力
的
運
用
を
は
か
る
こ
と

⑥
太
平
洋
く
ろ
ま
ぐ
ろ
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
管
理
に
お
い
て
、
漁
業

実
態
に
即
し
た
適
切
な
運
用
を
図
る
こ
と

（
３
）
資
源
管
理
に
取
り
組
む
漁
業
者
へ
の
支
援
措
置

①
新
た
な
資
源
管
理
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
資
源
管
理
目
標

の
達
成
に
向
け
て
、
休
漁
・
減
船
等
に
よ
り
資
源
管

理
に
取
り
組
む
漁
業
者
・
漁
協
に
対
し
て
、
十
分
な

支
援
を
行
う
こ
と

（
４
）
資
源
に
見
合
っ
た
操
業
体
制
の
構
築

①
試
験
研
究
調
査
を
基
に
幼
稚
魚
、未
成
魚
等
の
保
護
に

向
け
た
操
業
体
制
の
構
築
を
図
る
こ
と

②
日
本
海
海
域
す
る
め
い
か
の
外
国
漁
船
漁
獲
に
よ
る
資

源
減
少
に
対
す
る
対
策
を
図
る
こ
と

決
議
第
２
号

浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
資
源
増
大
対

策
の
推
進
に
つ
い
て

（
１
）
資
源
減
少
が
著
し
い
魚
種
に
対
す
る
即
効
性
の
あ

る
資
源
増
大
対
策

拡
充
な
ど
に
よ
り
、
国
内
外
の
消
費
拡
大
対
策
を
強

化
す
る
こ
と

②
道
産
水
産
物
の
消
費
拡
大
に
む
け
て
、
地
産
地
消
を
含

む
食
育
活
動
の
推
進
を
は
か
る
こ
と

③
水
産
物
輸
出
を
拡
大
す
る
た
め
、水
産
加
工
場
の
Ｈ
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
定
取
得
や
生
産
海
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
に
対

す
る
支
援
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、輸
出
手
続
き
の
簡

素
化
な
ど
に
つ
い
て
関
係
国
に
働
き
か
け
る
こ
と

（
５
）
水
産
政
策
の
改
革
に
向
け
た
漁
業
近
代
化
資
金
利

子
補
給
金
の
拡
充
強
化

①
水
産
政
策
の
改
革
を
着
実
に
実
行
す
る
た
め
、
沿
岸
漁

業
者
等
が
必
要
と
す
る
漁
業
近
代
化
資
金
の
融
資
枠

の
増
枠
を
図
る
こ
と

②
漁
業
の
成
長
産
業
化
推
進
の
た
め
、
各
補
助
事
業
実
施

に
伴
う
補
助
残
融
資
に
つ
い
て
は
、
所
要
額
全
額
の

融
資
枠
を
確
保
す
る
こ
と
。
特
に
漁
協
系
統
団
体
が

一
丸
と
な
っ
て
実
施
し
て
い
る
漁
船
リ
ー
ス
事
業
に

つ
い
て
は
、
確
実
に
融
資
枠
を
確
保
す
る
こ
と

決
議
第
４
号

水
産
業
の
成
長
産
業
化
の
基
盤
と
な
る
揺
る
ぎ

な
い
漁
場
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

（
１
）
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
の
拡
充
強
化

①
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
の
活
動
範
囲
を
拡
充

し
、
十
分
な
予
算
措
置
を
行
う
こ
と

②
国
境
・
水
域
監
視
は
国
益
を
守
る
重
要
な
活
動
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
外
国
船
の
漂
流
・
漂
着
等
が
頻
発
し
て

い
る
現
状
下
、
漁
業
者
に
よ
る
国
境
・
水
域
監
視
等

①
ほ
っ
け
等
資
源
が
低
位
に
あ
る
魚
種
に
お
い
て
、種
苗

生
産
・
放
流
技
術
を
確
立
し
、中
長
期
的
視
点
に
立
っ
た

栽
培
漁
業
を
推
進
す
る
こ
と

②
秋
鮭
の
孵
化
放
流
事
業
の
試
験
研
究
体
制
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、来
遊
減
少
の
原
因
を
分
析
し
、効
果
的
な

資
源
回
復
措
置
を
講
じ
る
こ
と

③
養
殖
ほ
た
て
の
大
量
へ
い
死
に
対
す
る
資
源
回
復
・
増

大
に
向
け
た
対
策
の
強
化
を
図
る
こ
と

④
さ
ん
ま
、い
か
等
回
遊
魚
種
に
つ
い
て
、資
源
減
少
要
因

を
分
析
し
、実
効
的
資
源
増
大
対
策
を
講
じ
る
こ
と

⑤
昆
布
資
源
増
大
の
た
め
の
調
査
研
究
の
拡
充
と
早
期
実

用
化
を
図
る
こ
と

（
２
）
変
動
す
る
海
洋
環
境
や
海
域
の
特
性
に
合
致
し
た

効
果
的
な
資
源
回
復・増
大
対
策

①
海
洋
環
境
の
変
動
に
適
応
す
る
種
苗
生
産
な
ど
増
養
殖

技
術
を
確
立
す
る
こ
と

②
か
き
、あ
さ
り
、う
に
、つ
ぶ
、ほ
た
て
等
、浜
の
活
力
再

生
プ
ラ
ン
等
に
基
づ
き
、各
浜
に
て
自
ら
取
り
組
ん
で

い
る
栽
培
漁
業
へ
の
支
援
を
講
じ
る
こ
と

③
さ
く
ら
ま
す
や
に
し
ん
な
ど
地
域
の
特
性
の
高
い
回
遊

魚
種
に
対
し
、
継
続
的
、
効
果
的
な
資
源
増
大
対
策

を
は
か
る
こ
と

　
決
議
第
３
号

漁
業
構
造
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
漁
業
経
営
の

安
定
と
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

（
１
）
漁
業
の
担
い
手
・
後
継
者
確
保
対
策
と
各
種
制
度

等
を
活
用
し
た
漁
業
就
労
者
対
策
の
推
進

①
担
い
手
対
策
と
し
て
重
要
施
策
の
一
つ
で
あ
る
現
行
漁

船
リ
ー
ス
事
業
の
拡
充
強
化
を
は
か
る
こ
と

②
外
国
人
技
能
実
習
生
制
度
等
に
お
い
て
、
実
習
環
境
の

一
層
の
整
備
を
は
か
る
た
め
、
実
態
に
即
し
た
制
度

の
改
善
を
は
か
る
こ
と

③
新
規
漁
業
就
業
者
の
雇
用
や
育
成
支
援
体
制
の
拡
充
を

は
か
る
こ
と

④
個
人
版
事
業
承
継
税
制
の
対
象
資
産
に
、漁
協
出
資
金
・

事
業
用
貯
金
等
を
含
め
、贈
与
税
・
相
続
税
の
納
税
猶

予
並
び
に
減
免
等
課
税
の
特
例
措
置
を
講
じ
る
こ
と

（
２
）
漁
業
経
営
対
策
の
更
な
る
拡
充
強
化

①
計
画
的
な
設
備
投
資
に
よ
る
脆
弱
な
生
産
基
盤
の
安
定

と
国
際
競
争
力
の
強
化
を
は
か
る
た
め
の
各
種
漁
業
設

備
支
援
措
置
に
つ
い
て
拡
充
強
化
を
は
か
る
こ
と

②
漁
業
収
入
安
定
対
策
の
機
能
強
化
・
法
制
化
に
あ
た

り
、
現
行
制
度
の
改
善
と
Ｔ
Ａ
Ｃ
対
象
魚
種
拡
大
に

伴
う
拡
充
対
策
に
取
り
組
む
こ
と

③
漁
業
用
燃
油
高
騰
対
策
事
業
の
拡
充
強
化
を
図
る
こ
と

④
漁
業
用
燃
油
に
対
す
る
免
税
還
付
措
置
の
恒
久
化
を
図

る
こ
と 

（
３
）
先
行
き
不
透
明
な
貿
易
自
由
化
交
渉
に
対
す
る
対

応
策
の
強
化

①
現
在
交
渉
が
進
め
ら
れ
て
い
る
東
ア
ジ
ア
地
域
包
括
的

経
済
協
定
（
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
）
や
日
米
物
品
貿
易
協
定

（
Ｔ
Ａ
Ｇ
協
定
）
等
の
貿
易
自
由
化
交
渉
に
お
い

て
、
主
要
水
産
物
を
関
税
撤
廃
な
ど
の
対
象
か
ら
除

外
す
る
等
、
本
道
漁
業
へ
の
影
響
が
で
な
い
よ
う
交

渉
を
進
め
る
こ
と

②
既
に
発
効
済
み
で
あ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
や
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ

等
の
協
定
に
つ
い
て
も
、
新
た
に
本
道
漁
業
へ
の
影

響
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
影
響
回
避
措

置
を
講
じ
る
こ
と

（
４
）
本
道
水
産
物
の
消
費
拡
大
と
円
滑
な
加
工
流
通
対

策
の
推
進

①
現
行
の
流
通
促
進
・
消
費
等
拡
大
対
策
事
業
等
の
制
度

の
活
動
に
対
す
る
支
援
の
拡
充
を
図
る
こ
と

（
２
）
自
然
災
害
等
リ
ス
ク
に
対
す
る
防
災
体
制
の
強
化

①
近
年
、
大
型
低
気
圧
等
が
本
道
海
域
に
接
近
、
上
陸

し
、
漁
業
被
害
が
頻
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
流
木

対
策
を
含
む
未
然
防
止
対
策
並
び
に
早
期
復
旧
体
制

の
確
立
を
図
る
こ
と

（
３
）
豊
か
な
海
づ
く
り
に
向
け
た
河
川・海
洋
に
対
す
る

環
境
整
備

①
漁
場
環
境
保
全
の
た
め
、
森
林
や
河
川
環
境
の
整
備
と

藻
場
の
回
復
・
造
成
を
図
る
こ
と

②
農
業
・
開
発
由
来
に
よ
る
濁
水
等
流
出
等
の
防
止
対
策

の
強
化
を
図
る
こ
と

③
原
油
流
出
に
よ
る
海
洋
汚
染
防
止
対
策
の
強
化
を
図
る
こ
と

（
４
）
有
害
生
物
等
漁
業
被
害
対
策
の
拡
充
強
化

①
海
獣
類
（
ト
ド
、
ア
ザ
ラ
シ
、
オ
ッ
ト
セ
イ
、
ラ
ッ
コ

等
）
に
よ
る
漁
業
被
害
対
策
及
び
各
種
支
援
の
拡
充

強
化
を
図
る
こ
と

②
ほ
た
て
に
付
着
す
る
ザ
ラ
ボ
ヤ
被
害
対
策
の
推
進
を
図

る
こ
と

③
有
害
生
物
漁
業
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業
の
拡
充
強
化

を
図
る
こ
と

（
５
）
密
漁
防
止
対
策
の
更
な
る
推
進

①
密
漁
、外
国
船
の
違
法
操
業
等
に
対
す
る
取
締
機
関
に

よ
る
監
視
・
取
り
締
ま
り
を
強
化
す
る
こ
と

②
密
漁
監
視
体
制
強
化
の
支
援
の
た
め
の
「
浜
の
活
力
再

生
交
付
金
」
に
つ
い
て
、
更
な
る
予
算
や
事
業
内
容

の
拡
充
を
図
る
こ
と

③
密
漁
品
の
流
通
防
止
に
向
け
た
対
策
の
強
化
を
図
る
こ
と

④
最
先
端
技
術
に
よ
る
密
漁
防
止
対
策
の
強
化
を
図
る
こ
と

（
６
）
原
発
関
連
諸
対
策
の
継
続

①
福
島
第
一
原
発
事
故
の
早
期
収
束
と
安
全
対
策
を
推
進

す
る
こ
と

②
国
内
外
の
風
評
被
害
対
策
と
新
た
な
風
評
被
害
の
未
然

防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と

（
７
）
諸
外
国
に
よ
る
脅
威
等
に
対
す
る
漁
業
へ
の
影
響

回
避
対
策
の
強
化

①
外
国
不
審
船
に
対
し
、
国
境
監
視
の
強
化
や
沿
岸
警
備

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
被
害
補
償
や
漂
着
物
処

理
に
つ
い
て
は
国
の
責
任
に
お
い
て
行
う
こ
と

②
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
等
諸
外
国
か
ら
の
脅
威

に
対
し
、
漁
業
者
の
安
全
確
保
を
最
優
先
と
し
、
万

一
、
漁
業
者
が
被
害
を
被
っ
た
際
は
国
の
責
任
に
お

い
て
被
害
を
補
償
す
る
こ
と

新
た
な
運
動
方
針

美
し
い
海
と
海
洋
生
物
を
守
り
続
け
る
た
め
の

脱
・
抑
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

本
年
度
は
、脱
・
抑
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
対
策
の
推
進
に
漁
業
者

が
自
ら
取
り
組
む

〈
代
表
理
事
組
合
長

　
　
　
　
と
し
て
の
表
彰
〉

横
内

　武
久
さ
ん

沙
留
漁
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長

発
言
者

丹
野
組
合
長

　
　
　（
石
狩
湾
漁
協
）

発
言
者

山
田
組
合
長

　（
新
星
マ
リ
ン
漁
協
）

特集2
SPECIAL

第
70
回 

ぎ
ょ
れ
ん
通
常
総
会

平
成
30
年
度
取
扱
金
額
は
２
８
２
７
億
円

平
成
31
年
度
は
３
ヶ
年
計
画
の
節
目
の
年
と

し
て
、各
種
対
策
に
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む

　
ぎ
ょ
れ
ん
総
会
は
、
川
崎
会
長
の
挨
拶
（
次
頁
に
掲

載
）
の
の
ち
、
網
走
漁
協
の
新
谷
組
合
長
が
議
長
に
選

任
さ
れ
、
議
事
が
進
行
し
ま
し
た
。「
平
成
30
年
度
の

決
算
」、「
平
成
31
年
度
の
事
業
計
画
」
な
ど
、
７
つ
の

議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

議長を務めた網走漁協 新谷組合長

謝辞を述べる横内組合長
［単位：億円］

総取扱高の推移

購買 157

利用 1

特別会計 1

平成31年度事業別取扱計画

販売 2,708

し
ん    

や

億円
3,379 3,245

2,967

平成27年度 平成28年度

2,917

平成29年度 平成30年度

2,827

平成26年度
0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

製品扱 938

市場扱 1,770
億円

2,867
総取扱計画

5　| |　4

令
和
元
年
度
北
海
道
漁
協
系
統
運
動
功
労
者
表
彰

　会
議
に
先
立
ち
、「
北
海
道
漁
協
系
統
運
動
功
労
者
表
彰
」

が
行
わ
れ
、
北
海
道
漁
業
共
済
組
合
・
北
海
道
J
F
共
済
推

進
本
部 

福
原
正
純
組
合
長
理
事
・
本
部
長
か
ら
表
彰
状
と
記

念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
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平
成
30
年
度
の
事
業
実
績

　
本
道
漁
業
の
生
産
量
は
、
三
年
ぶ
り
に
百
万
ト
ン

を
回
復
し
た
も
の
の
、
魚
種
や
地
域
間
の
水
揚
げ
格

差
は
依
然
と
し
て
縮
小
せ
ず
、
ま
た
、
引
き
続
く
消

費
減
退
の
影
響
か
ら
浜
値
が
下
落
し
、
金
額
で
は
昨

年
度
並
の
水
準
に
止
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
国
内
流
通
は
、
個
人
消
費
の
伸
び
悩
み
や
低
価
格

志
向
に
よ
り
、
売
場
の
縮
小
や
廉
価
品
へ
の
置
換
え

が
進
み
、
輸
出
に
つ
い
て
は
、
世
界
的
な
水
産
物
需

要
の
拡
大
や
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
始
め
と
し
た
貿
易
自
由
化

の
動
き
に
販
路
拡
大
へ
の
期
待
が
掛
か
る
一
方
、
米

国
・
中
国
に
よ
る
貿
易
摩
擦
が
激
化
す
る
な
ど
、
先

行
き
不
透
明
感
が
増
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
漁
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
た
「
水
産
政

策
の
改
革
」
に
よ
り
、
漁
業
法
が
70
年
ぶ
り
に
改
正

さ
れ
る
な
ど
、
本
道
漁
業
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
局

面
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
は
「
水
産
王
国
北
海
道
の
復
活
」
を

掲
げ
た
中
期
的
事
業
推
進
方
向
の
２
年
目
と
し
て
、

漁
協
系
統
の
指
導
・
経
済
連
合
会
と
し
て
、
組
織
を

挙
げ
て
各
種
事
業
推
進
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
販
売
事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て

は
、
国
内
外
の
生
産
・
流
通
動
向
を
見
据
え
な
が
ら

関
係
団
体
と
連
携
し
た
各
種
流
通
対
策
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　
基
幹
魚
種
の
う
ち
「
ほ
た
て
」
に
つ
い
て
は
、
過

去
の
大
型
低
気
圧
に
よ
る
被
害
か
ら
回
復
は
し
ま
し

た
が
、
ザ
ラ
ボ
ヤ
発
生
や
大
量
へ
い
死
の
問
題
が
残

り
ま
し
た
。
流
通
面
で
は
、
価
格
の
修
正
で
需
要
喚

起
に
繋
が
っ
た
反
面
、
一
昨
年
の
高
値
在
庫
の
消
化

が
遅
れ
、
消
費
拡
大
は
、
次
年
度
に
続
く
課
題
と
な

り
ま
し
た
。
輸
出
に
つ
い
て
は
、
米
国
の
水
揚
げ
回

復
で
伸
び
悩
む
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　「
秋
鮭
」
に
つ
い
て
は
、
資
源
回
復
が
期
待
さ
れ

ま
し
た
が
、
昨
年
度
を
若
干
上
回
る
水
揚
げ
に
止
ま

り
ま
し
た
。
製
品
に
つ
い
て
は
、
一
昨
年
の
高
値
在

庫
が
滞
留
し
た
こ
と
に
加
え
、
競
合
す
る
ロ
シ
ア
鱒

が
大
漁
と
な
り
、
売
場
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
輸
出
に
つ
い
て
は
、
消
費
喚
起
を
目
指
し
、

秋
鮭
流
通
対
策
協
議
会
と
連
携
し
、
生
鮮
流
通
の
促

進
に
向
け
た
各
種
対
策
を
継
続
し
ま
し
た
。

　「
昆
布
」
に
つ
い
て
は
、
生
産
量
は
昨
年
度
よ
り

若
干
回
復
し
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
過
去
十
ヶ
年

平
均
を
下
回
る
水
準
に
止
ま
っ
て
い
ま
す
。
増
産
対

策
の
継
続
実
施
に
加
え
、
宣
伝
・
普
及
活
動
、
ま
た

異
物
混
入
防
止
に
向
け
た
啓
発
活
動
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　
以
上
に
よ
り
、
若
干
の
水
揚
げ
回
復
は
あ
っ
た
も

の
の
、
太
宗
魚
種
の
価
格
下
落
に
よ
る
市
場
扱
の
減

少
に
よ
り
、
販
売
事
業
の
取
扱
高
は
昨
年
度
を
下
回

る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
購
買
事
業
に
つ
い
て
は
、「
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材

評
価
推
進
委
員
会
」
を
通
じ
、
漁
業
の
形
態
・
地
区

毎
の
実
態
に
即
し
た
資
材
の
開
発
や
、
利
用
の
拡
大

に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、「
燃
油
」
の
系
統
利
用
の

集
中
化
を
推
進
し
、
共
有
燃
油
タ
ン
ク
の
整
備
を
継

続
実
施
し
ま
し
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
購
買
事
業

の
取
扱
高
は
昨
年
度
を
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

次
に
漁
政
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
道
漁
業
の
持

続
可
能
な
体
質
へ
の
転
換
を
目
指
し
、
資
源
の「
回

復
」・「
増
大
」・「
管
理
」
を
最
重
要
課
題
と
位
置
付

け
、
国
に
対
し
て
各
種
要
請
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
指
導
教
育
活
動
に
つ
い
て
は
、
漁
協
経
営

の
健
全
化
・
適
正
化
に
向
け
た
指
導
継
続
と
、
役
職

員
を
は
じ
め
と
す
る
人
材
の
育
成
・
確
保
へ
の
取
組

支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　
環
境
対
策
に
つ
い
て
は
、
海
獣
等
の
有
害
生
物
に

よ
る
漁
業
被
害
防
止
に
向
け
た
取
組
強
化
の
ほ
か
、

度
重
な
る
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
軽
減
を
図
る
た
め
、

漁
場
環
境
や
河
川
環
境
の
改
善
を
目
的
と
し
た
環
境

保
全
対
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
な
か
、
本
会
は
、
ぎ
ょ
れ
ん
グ
ル
ー

プ
全
体
の
総
合
的
な
経
営
基
盤
の
強
化
、
及
び
生
産

性
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
関
連
会
社
に
つ
い
て
は
、
水
揚
げ
減
少
に

よ
る
稼
働
不
足
と
製
品
コ
ス
ト
の
上
昇
な
ど
か
ら
苦

戦
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
が
、
全
社
で
黒
字
を
確
保
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
以
上
の
結
果
、
本
会
の
総
取
扱
高
は
、
二
千
八
百

川
崎
会
長 

挨
拶

合
っ
た
資
源
管
理
体
制
の
構
築
に
よ
る
成
長
産
業
化

に
向
け
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
環
境
面
で
は
、
有
害
生
物
に
よ
る
漁
業
被

害
防
止
と
河
川
・
海
洋
環
境
保
全
対
策
の
拡
充
強
化

に
加
え
、
将
来
を
見
据
え
た
、「
脱
・
抑
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
」
運
動
を
推
進
し
、
海
洋
ご
み
つ
い
て
の
情
報

収
集
と
発
信
、
活
動
の
周
知
・
啓
発
に
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
会
と
致
し
ま
し
て
は
、
今
年
度
は
３
ヶ
年
計
画

の
節
目
の
年
と
し
て
、
各
種
対
策
に
総
力
を
挙
げ
て

取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
す
の
で
、
会
員
各
位
の
特

段
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
こ

ろ
で
す
。

 

平
成
31
年
度
の
事
業
計
画

　
次
に
事
業
計
画
の
考
え
方
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。

　
こ
こ
数
年
の
本
道
漁
業
生
産
量
は
依
然
と
し
て
低

水
準
の
域
に
あ
り
、
地
域
経
済
に
も
深
刻
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
な
か
、
本
年
度
は

「
水
産
王
国
北
海
道
の
復
活
」
を
目
指
し
策
定
し
た

中
期
的
事
業
推
進
方
向
の
最
終
年
度
で
あ
り
、
組
織

を
挙
げ
て
課
題
解
決
に
挑
戦
し
て
い
く
決
意
で
す
。

加
え
て
、
先
ほ
ど
の
全
道
組
合
長
会
議
で
決
議
し
た

「
活
力
あ
ふ
れ
る
北
海
道
漁
業
の
改
革
実
現
」
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
販
売
事
業
に
つ
い
て
は
、
適
正
な
浜
値
形
成
に
向

け
た
系
統
連
携
に
よ
る
処
理
体
制
の
強
化
と
、
資
源

回
復
に
向
け
た
諸
対
策
を
継
続
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
消
費
流
通
面
で
は
、
一
層
の
営
業
力
強
化
に

向
け
た
体
制
整
備
を
進
め
、「
北
海
道
ブ
ラ
ン
ド
」
の

浸
透
に
向
け
た
新
た
な
販
売
拠
点
の
確
立
と
、
各
種

の
流
通
・
宣
伝
・
販
促
事
業
を
強
化
し
て
参
り
ま
す
。

　
購
買
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
良
質
廉
価
な

系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
の
普
及
拡
大
に
努
め
、
漁
業
用

燃
油
の
安
定
供
給
と
価
格
の
低
減
化
を
通
し
て
、
漁

業
経
営
コ
ス
ト
の
削
減
に
繋
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
指
導
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
に
よ
る
「
水
産
政
策

の
改
革
」
が
推
進
さ
れ
る
な
か
、
本
道
の
実
態
に
見

二
十
七
億
円
と
計
画
を
下
回
り
、
事
業
利
益
段
階
で

は
大
変
厳
し
い
数
字
と
な
っ
た
も
の
の
、
特
別
収
益

の
計
上
に
よ
り
、
税
引
前
収
支
は
、
四
億
九
百
万
円

と
事
業
計
画
を
達
成
し
、
増
益
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
剰
余
金
の
処
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
区

組
合
長
会
議
で
ご
了
解
を
頂
い
た
内
容
に
沿
っ
た
形

で
ご
提
案
致
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
審
議
の
ほ
ど
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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表
理
事
会
長

代
表
理
事
副
会
長
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会
長
理
事

副
会
長
理
事

代
表
理
事
専
務

代
表
理
事
常
務

代
表
理
事
常
務

代
表
理
事
常
務

代
表
理
事
常
務

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

代

表

監

事

常

任

監

事

監

事

監

事

川
崎

　一
好

菊
池

　元
宏

大
坂

　鉄
夫

今

　
　
　隆

安
田

　昌
樹

本
田

　勝
実

本
間

　靖
敏

伊
藤

　貴
彦

山
口

　重
幸

池
守

　
　力

工
藤

　幸
博

若
山

　唯
敏

岩
田

　廣
美

神
田

　
　勉

山
﨑

　貞
夫

片
川

　隆
市

安
田

　順
一

風
無

　成
一

髙
桑

　康
文

村
上

　和
美

西
山

　武
雄

近
藤

　龍
洋

（
厚
岸
漁
協
）

（
根
室
漁
協
）

（
北
る
も
い
漁
協
）

（
古
宇
郡
漁
協
）

（
ひ
や
ま
漁
協
）

（
鹿
部
漁
協
）

（
い
ぶ
り
噴
火
湾
漁
協
）

（
え
り
も
漁
協
）

（
浜
中
漁
協
）

（
雄
武
漁
協
）

（
猿
払
村
漁
協
）

（
北
海
道
機
船
連
）

（
常
呂
漁
協
）

（
上
磯
郡
漁
協
）

（
釧
路
市
漁
協
）

ぎ
ょ
れ
ん
の
新
執
行
体
制

大潟参事

中村参事

瀧波参事

関会計主任

指導教育部

漁政部

北見支店

根室支店

稚内支店

日高支店

室蘭支店

釧路支店

函館支店

小樽支店

留萌支店

札幌支店

東京支店

大阪支店

仙台営業所

福岡営業所

関会計主任兼務

品質管理部
菊谷部長

共販部

購買部
大潟参事兼務

富樫部長

販売第一部
瀬川部長

販売第二部
鳥毛部長

田中部長

神内部長

瀧波参事兼務
東京事務所

環境部
上村部長

秋山支店長

中村参事兼務

伊藤支店長

久保田支店長

久米支店長

山宮支店長

佐々木支店長

島田支店長

大滝支店長

大林支店長

川崎支店長

瀧波参事兼務 石本所長

武田所長

（
令
和
元
年
6
月
13
日
時
点
）

総
会

理
事
会

正
副
会
長
会
議

山
口
常
務

川
崎
会
長

菊
池
副
会
長

安
田
専
務

本
田
常
務

本
間
常
務

監事会
髙桑代表監事
村上常任監事
西山監事
近藤監事

管理部

販売企画部

浜西室長

内部監査部
佐藤部長

平野部長

監事室

総務企画部
中村部長

伊
藤
常
務

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
委
員
会

ぎょれんの新機構図

プラスチックごみに対する世界の対応
　日用品や漁具などを由来とするプラスチック製の漂流物は、
生態系を含めた海洋環境への影響の他、船舶航行への障害、
環境・漁業への影響などの被害が想定されています。さらに、
近年は、５㎜以下の微細なプラスチックごみである「マイク
ロプラスチック」による影響も懸念されています。
　国際会議でも海洋プラスチックごみに関する決議が採択さ
れるなど、対応が進みつつあり、ＥＵは2030年までにすべ
てのプラスチック包装をリサイクルし、使い捨てプラスチッ
クを削減すると発表したほか、世界的な大企業11社も、
2025年までにパッケージリサイクル100%を宣言してい
ます。また、外食産業ではプラスチック製ストローを廃止し
紙製などへの転換が始まるなど、身近な所でも変化が始まっ
ています。

ぎょれんでは
　世界的にも取り組みが進むなか、海を生業としている漁業
者・漁協・ぎょれんにとって、環境問題は身近な問題であり、
脱・抑プラスチック活動は、重要な課題です。ぎょれんでは
中長期的な視点に立ち、漁協系統運動として脱・抑プラス
チック活動を展開していく計画です。

　また、今後の取り組みは都度広報誌でも発信していきます。

　プラスチックによる海洋汚染問題が、世界的に大きな問題となっています。海を生活の場とす
る水産業界にとっても、他人事ではいられない問題の一つです。ぎょれんでは、環境保全活動の
一環として、脱・抑プラスチック活動へと取り組んでいくこととし、６月13日（木）に川﨑会長が
記者会見を行いました。

河川海洋環境の保全活動の一環として、
北海道ぎょれんは脱・抑プラスチックへ取り組みます

《取り組み事例》
○本会製品に使用するプラスチック包材のバイオマス化
○マイクロプラスチックとその対策についての情報
収集・発信
○抑プラスチックに関する活動の周知・啓発

記者会見には会長のほか、副会長ら役員も同席して
行われました

全道の組合員に配布されるエコバッグ。老若男女持
ちやすいシンプルなデザインです

40
㎝

内ポケットがポーチに
なり、コンパクトに持ち
歩けます
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５
月
27
日（
月
）、札
幌
の
水
産
ビ
ル
7
階
ぎ
ょ
れ
ん
第
1
会
議
室
で
、北
海
道
漁
協
青
年
部
連
絡

協
議
会（
道
漁
青
連
）の
第
１
回
地
区
会
長
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
本
年
度
の
活
動
方
針
と
、地
域
で
の
活
動
計
画
が
協
議
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、引
き
続
き
開
催
さ
れ
た「
ぎ
ょ
れ
ん
役
職
員
と
の
懇
談
会
」で
は
、地
域
で
水
揚
げ
さ
れ
る

水
産
物
の
流
通
動
向
に
つ
い
て
情
報
提
供
が
あ
り
、本
道
漁
業
を
取
り
巻
く
諸
課
題
に
つ
い
て
意
見

交
換
し
研
鑽
を
深
め
ま
し
た
。

　
道
漁
青
連
が
掲
げ
る
本
年
度
活
動
計
画
は
、「
①

仲
間
と
と
も
に
、
②
漁
協
・
系
統
と
と
も
に
、
③
社

会
と
と
も
に
」
を
基
本
指
針
に
据
え
て
、
仲
間
と
の

研
修
、
系
統
事
業
へ
の
参
加
、
食
育
・
漁
業
紹
介
活

動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
活
動
の
柱
と
な
る
学
習
・
研
修
活
動
と
し
て
は
、

札
幌
で
の
全
道
大
会
、
道
内
を
４
つ
の
地
区
に
分
け

て
行
っ
て
い
る
ブ
ロ
ッ
ク
別
幹
部
研
修
会
、
地
元
で

の
地
区
大
会
の
開
催
を
通
じ
、
地
域
、
従
事
す
る
漁

業
の
枠
組
み
を

越
え
た
連
帯
の

輪
を
広
げ
ま
す
。

　
ま
た
、「
漁

師
さ
ん
の
出
前

授
業
」
は
札
幌

に
加
え
、
地
元

で
の
開
催
を
さ

ら
に
推
進
し
ま

す
。

道
漁
青
連
役
員
と

  

ぎ
ょ
れ
ん
役
職
員
と
の
懇
談
会
を
開
催

　
懇
談
会
で
は
、
ぎ
ょ
れ
ん
の
業
務
内
容
や
推
進

事
項
、
組
織
体
制
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
質
疑
応
答
で
は
、
ほ
た
て
を
取

り
巻
く
世
界
的
な
流
通
動
向
や
国
内
の
需
給
状
況

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
鮮
魚
関
係

で
は
、
か
れ
い
類
の
魚
価
対
策
に
つ
い
て
報
告
を

受
け
る
と
と
も
に
、
消
費
推
進
に
つ
い
て
意
見
が

交
わ
さ
れ
有
意
義
な
懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。

道漁青連が「平成31年度（令和元年度）
第１回地区会長会議」を開催

ぎょれんは、次代を担う漁青連活動の推進に
大きな期待を寄せています

全道の地区会長が出席し新年度の事業計画を決定しました

地区会長による「漁師さんの出前授業」は、通算27回目を
数え、子供達への漁業紹介活動の柱となっています

け
ん 

さ
ん

代表理事副会長
佐藤　忠則

　
昭
和
51
年
の
入
会
以
来
43
年
、
北
海
道
漁
業
に
携
わ
る
こ
と
が
出
来
、
そ
し
て

多
く
の
生
産
者
、
漁
協
の
役
職
員
の
皆
さ
ん
に
出
会
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と

は
、
私
に
と
っ
て
大
変
大
き
な
財
産
で
し
た
。

　
こ
の
間
、
北
海
道
の
漁
業
は
生
産
、
加
工
、
流
通
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
大
き
く
変

化
し
、
ま
た
、
多
く
の
困
難
に
直
面
し
て
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
変
化
に
常

に
対
応
し
、
乗
り
越
え
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
浜
と
一
体
と
な
っ
た
系
統
組
織

の
絆
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　
北
海
道
の
水
産
資
源
は
、
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
自
然
環
境
の
変

化
を
受
け
や
す
い
産
業
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
系
統
組
織
と
し
て
の
役
割
は
ま
す
ま

す
大
き
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
将
来
に
わ
た
り
魅
力
あ
る
北
海
道
漁
業
で
あ
る
こ
と
を
祈
念
し
、
退
任
に
あ

た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
昭
和
53
年
４
月
、
漁
連
に
入
会
し
41
年
余
り
が
過
ぎ
ま
し
た
。
思
い
返
し
ま
す

と
、
入
会
翌
年
に
未
曽
有
の
ぎ
ょ
れ
ん
事
件
に
遭
遇
し
た
こ
と
、
自
分
自
身
２
度

に
わ
た
る
長
期
療
養
を
経
験
し
当
時
の
諸
先
輩
、
後
輩
の
皆
様
に
多
大
な
る
ご
迷

惑
を
掛
け
た
こ
と
、
等
々
、
色
々
な
事
が
有
り
ま
し
た
。

　
私
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
に
生
れ
、
育
ち
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
実
り
の
お
か
げ
で
学
校
ま

で
行
か
せ
て
も
ら
い
、
ぎ
ょ
れ
ん
に
奉
職
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
色
々
な
皆
様

に
本
当
に
感
謝
で
す
。

　
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
浜
に
「
い
さ
り
の
碑
」
と
言
う
碑
が
有
り
、
そ
の
一
こ
ま
に

「
人
間
は
神
々
と
力
を
競
う
べ
き
で
な
い
。
人
間
は
自
然
の
摂
理
に
従
う
べ
き

だ
。
」
と
あ
り
ま
す
が
、
今
、
ま
さ
に
資
源
管
理
の
重
要
性
が
大
き
く
問
わ
れ
て

い
ま
す
。
漁
業
協
同
組
合
は
自
然
の
恩
恵
に
感
謝
し
な
が
ら
資
源
の
管
理
と
生
産

に
傾
注
す
る
事
で
、
北
海
道
の
浜
が
引
続
き
豊
か
で
あ
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま

す
。

　
永
い
間
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

代表理事専務
崎出　弘和

退
任
す
る
役
員
か
ら
の
御
挨
拶
今
回
の
総
会
を
も
っ
て
、佐
藤
副
会
長
、崎
出
専
務
が
退
任
し
ま
し
た
。
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　そろそろシークワードにも慣れてきたころでしょうか?7月は雨の
名前がテーマです。
図の中で、たて、よこ、ななめの一直線に下のリストのキーワード
が読める様になっています。
　どこにあてはまるか探してください。すべて探し終わったら、ど
れにも使用しなかった文字をうまく並べかえてください。

くわしい応募方法は、１７ページをご覧ください。
抽選で５名様に図書カードをプレゼントします。

間違いは5つです。

※答えは17ページにあります。

どれにも使用しなかった文字を
うまく並べてください。

となります。解 答

6月号の解答と当選者
ヒバリ

シークワードクイズ
7月のテーマ「雨の名前」

間違い
さがし

※右と左の絵には、5ヵ所の異
なるところがあります。
　さあ、見つけてください。
　（印刷のズレや汚れは関係
ありません。）

ブレイクタイム Break Time

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

新山　　菫さん
乗田　人見さん
竹田美知子さん
細野　京子さん
田中　富子さん

福 島 町
北 斗 市
釧 路 町
初山別村
札 幌 市

チ
ヤ
キ
サ
メ
ウ
ウ

ダ
ン
マ
ア
ツ
サ
ウ

ウ
リ
メ
シ
オ
レ
ヨ

ユ
ウ
イ
バ
グ
ツ
シ

ツ
ヒ
イ
シ
メ
レ
ユ

ハ
リ
メ
ン
リ
ン
イ

ン
ウ
キ
セ
ウ
ユ
ギ

□
□
□
□
□
□
□

アオツユ（青梅雨）
インウ（陰雨）
インリン（陰霖）
ウメシグレ（梅時雨）
オシメリ（お湿り）
ギユウセキウ(牛脊雨） 
キンウ（錦雨）

□
□
□
□
□
□
□

シツウ（疾雨）
ショウウ（少雨）
バイウ（梅雨）
バイリン（梅霖）
ハツユウダチ（初夕立）
ヤマシグレ（山時雨）
ヨサメ（夜雨）

リストの言葉をマス目の中からタテ、ヨコ、ナナメの一直線に探し
ていきます。文字は逆方向から読んでも、他の言葉と重複して読ん
でもOK。すべて見つけた後、使われなかった文字をうまく並べか
えると答え（魚の名前）になります。

例　題

ア
キ
ア
ジ

ン
サ
ン
マ

ブ
リ
サ
イ

ア
キ
ア
ジ

コ
ア
バ
コ

ン
サ
ン
マ

ブ
リ
サ
イ

リ スト

□ アキアジ
□ コマイ
□ ブリ
□ サンマ
□ コンブ
□ アサリ

〈解答〉サバ

〈ヒント〉

解き方

リ スト

コ
ア
バ
コ

♪～飲ませてください もう少し～♪
（歌謡曲のタイトルにもあります。）

オ
ト
ノ
ツ
モ
ズ
バ

オ
ゴ
バ
ガ
ノ
ガ
ヒ

マ
メ
ズ
ス
キ
ガ
マ

シ
ス
リ
セ
ラ
ヤ
ゴ

コ
ヒ
キ
ド
マ
カ
マ

イ
レ
キ
セ
ク
ハ
シ

イ
ウ
ミ
ネ
コ
ム
リ

　「浜の家族物語」では、「なみまるくん」の表紙に
登場いただいたご家族を紹介します。今回は、落石
漁協の庄林さんご一家です。
　
青年部員を増やすために
　
　初夏から春まで行われるたこ籠漁を中心に、昆布
漁や刺し網漁、いか釣り漁などを営む大騎さん。子
どもの頃から陸仕事を手伝いつつ、高校卒業後に漁
師になって18年。3年ほど前から舵持ちとして、父 
満さんとともに2人で船に乗っています。
　落石でも「昔ほど獲れなくなった」というたこ。
漁獲サイズ規制や漁礁づくり、産卵期である夏の自
主休漁など、資源保護に取り組んでいます。大騎さ
んは「今年もたこ漁が始まるけど、たくさん獲れる
といいな」と期待を話してくれました。
　落石漁協青年部長を務めて2期目となる大騎さん。
青年部員が減少する中で「部員であるメリットにな
れば」と、青年部独自にかきの養殖にも取り組んで

います。「まだまだ2年目だから。もう少し頑張らな
いとね」と意気込みます。
　
船の新造を目指して
　
　馨さんは、根室市内の出身。「父は定置網の漁師で
したが、『昆布漁師とは結婚するな』と言っていまし
たね。実際に会ってもらったら、『彼なら大丈夫だ』
と言ってくれましたけど」と笑います。
　一歩くんは馨さんのたらフライが好きな5歳児。大
きくなったら、動画共有サイ
トYouTubeで動画配信者に
なるか、消防士になるか悩ん
でいるようですが、最近は漁
船にも興味が出てきたそう。
　秋には第二子の誕生も予定
している庄林家。大騎さんは
「これからは、船の新造が目
標だね」と教えてくれました。

しょう  ばやし

家 族
物 語浜の

今月の

表紙に登場いただいたご家族を紹介いたします。

かおり いっぽ

※写真は大騎さんの母 好子さんと共に
こうこ

たいきしょうばやし

落石漁協 庄林さんご家族

【庄林さんご一家】　庄林 大騎さん（36歳）、馨さん（３9歳）、一歩くん（5歳）

みつる
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01「道ぎょれん会　お取引先懇談会」が開催

道内外からのお客様と懇親を深めました
　5月30日（木）札幌市で、ぎょれんが主催する「道ぎょれ
ん会 お取引先懇談会」が開催され、全国から200社、
295名のお客様が参加し、来賓を代表して鈴木直道北海道
知事より挨拶がありました。
　主催者を代表して川崎会長は、「北海道の漁業は様々な
努力を重ねながら今の状況を作ってきたが、自然環境は想
像を超える変化をしている。そんな中でも我々は自然と向
き合い、消費者や加工・流通業者の皆様に水産物をお届け
していくために努力していきます」と述べました。
　続いて菊池常務が「北海道ぎょれん平成31年度事業方
針」と題し、ぎょれんの漁政事業、販売事業、購買事業、
宣伝・食育・広報事業等について説明しました。
　また、特別講演ではアメリカ・カリフォルニア州弁護士
でタレントのケント・ギルバート氏による「だから日本は
素晴らしい 世界が憧れるこの国に暮らして」と題した講演
が行われました。
　懇親会では道産魚介類やぎょれんブランドの商品がふる
まわれ、その美味しさに舌鼓を打つとともに、和やかな雰
囲気の中で懇親を深めました。

02今年も「ウーマンエキスポ」に出展

昆布の魅力や健康効果をＰＲしました
　5月18日（土）、19日（日）、東京ミッドタウンで、
「WOMAN EXPO TOKYO 2019」が開催されました。
このイベントは、働く女性の公私の充実を応援するイベン
トで、2日間で1万1千人以上が来場しています。
　北海道こんぶ消費拡大協議会では、5年連続でブース出
展を行い昆布の魅力と健康効果をPRしたほか、「海の恵み
が健康を守る！～元気に効くお弁当セミナー」と題し、お
弁当つきのセミナーを開催しました。セミナーには約150
名が参加し、昆布など道産素材を使用したお弁当に舌鼓を
打ちながら、昆布の種類や効能、おいしい使い方などにつ
いて学びました。
　ウーマンエキスポは、11月にも東京での開催が予定さ
れており、北海道こんぶ消費拡大協議会では、このイベン
トでの更なるＰＲを行っていきます。

昆布の機能を紹
介したブースで
は、原藻昆布の展
示が好評でした

子ども達は天然芝のグラウンドで元気に指導を受けました

食育教室には６０名以上の保護者が参加。日頃から活用
できる道産水産物のレシピが伝授されました

暑い季節にもおいしく食べられるレシピが掲
載されたチラシは本誌に折り込んであります
ぜひご覧ください!

03ぎょれん×北海道コンサドーレ札幌　食育＆サッカー教室が開催

函館の親子がサッカーの技術と食の大切さに
ついて学びました
　６月８日（土）、函館フットボールパークにて、通算25
回目、今年1回目となる「ぎょれん×北海道コンサドーレ
札幌 食育＆サッカー教室」が開催され、函館地区4つの
サッカーチームの小学生とその保護者123名が食育教室
に参加しました。
　食育教室では、北海道コンサドーレ札幌管理栄養士の小
松信隆さんが、試合に生かせる栄養学を伝授。栄養につい
てのクイズを交えながら、道産水産物の栄養やレシピを紹
介しました。続いて、ぎょれんの食育DVDを使い、北海
道の海で育つ水産物の紹介とそのすぐれた栄養について伝
えました。
 サッカー教室では、北海道コンサドーレ札幌ジュニアス
クールコーチ2名の工夫を凝らした指導のもと、子どもた
ちは約2時間にわたり体を動かしました。

04道産水産物を使ったおいしい料理を召し上がれ

ほたてチラシができました
　夏の需要期に向け、今年もほたてのチラシができまし
た。今年は「北海道ほたてからの挑戦状」と題し、ほたて
のおいしさを生かしたメニューを提案しています。裏面で
はパーティーに便利な手巻き寿司や夏らしい冷製パスタな
どのレシピの他、キユーピーとのタイアップレシピも掲
載。実施中のSNSを活用したフォトコンテストや、アプ
リを活用したキャンペーンについてもご紹介しています。
　6月より全国の量販店周辺エリアに約260万部を配布
し、ほたての需要喚起を図っていきます。

これからの北海道漁業について力強く語る川崎会長

たくさんのお客様にご参加いただきました

昆布に秋鮭、ほたてと道産水産物をたっぷり使っ
たお弁当は、味の良さはもちろん、簡単でオシャレ

ウーマン                      エキスポ                  トーキョー
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　5月に引き続き、ひらめの水揚げ好
調が続いています。例年であれば、6
月に入ってから水揚げが本格化するひ
らめですが、今年は例年よりも早い
ペースで水揚げされ、市場を賑わせて
います。また、天売、焼尻では夏の代
表的な漁業であるうに漁がスタート
し、今後なまこ漁も各地で始まりま
す。これから初夏を迎えますが、安全
操業と大漁を祈念しています。

　管内では、ほたて漁の順調な水揚げ
が進み、引き続き浜が賑わいを見せて
います。利礼地区のうに、のな漁も全
地区で解禁となり、徐々に本格化して
きました。また7月からは管内では昆
布漁、なまこ漁が解禁となり、今後さ
らに活気づいてくる時分となりまし
た。夏の最盛期に向け、今後も天候に
恵まれ、安全操業で豊漁となることを
願っています。

　7月中旬からは、当管内の主要魚種
の一つであるオホーツクサーモンの
姿が各浜で見え始めており、8月から
の大漁に期待したいところです。ま
た、ほっき漁が解禁となり、たこ、ほた
ても最盛期を迎え、オホーツクの浜は
賑わいを見せています。浜は夏漁から
秋漁へと向かい、1年で最も活気溢れ
る時期を迎えます。今後も益々の豊漁
と安全操業を心より祈願しています。

　6月1日に根室の風物詩「貝殻棹前
昆布漁」が解禁となりました。当日は
残念ながら時化のため休漁となりまし
たが、翌日2日には多くの関係者に見
送られながら、納沙布岬から239隻の
船が、朝6時のサイレンを合図に貝殻
島へ向け一斉に出漁しました。流氷被
害などによって現在のところ生育状況
は今ひとつというところですが、漁業
関係者一同、暖かくなるこれからの成
長に期待しています。

　当管内では6月から棹前昆布漁が開
始されましたが、天候の悪い日が多
く、なかなか漁に出られない日々が続
いています。今後は天候に恵まれ、棹
前昆布が計画通り出漁できること、ま
た、7月から始まる成昆布漁が豊漁と
なることを心から期待しています。一
方で春定置漁は終盤を迎えています。
昨年と比べ水揚げは芳しくありません
が、ラストスパートに期待するととも
に引続きの安全操業も祈っています。

　４月末から始まった春定置網漁も終
盤に差し掛かっています。今年は時鮭
と青鱒の水揚げが伸びていないもの
の、本鱒が約2割増の水揚げを見せて
おり、他にも宗八かれいやさばの漁獲
が続き、浜は活気づいています。７月
からはいよいよ日高管内の主要な漁
である昆布漁のシーズン到来となりま
す。好天が続き豊漁となるよう期待し
ます。

　管内春定置漁は終盤を迎え、漁も落
ち着きを見せています。シーズンを通
して大漁とはなりませんでしたが、数
量・金額ともに昨年を上回る見込みで
す。また、管内の毛がに篭漁は6月20
日の噴火湾地区を皮切りに、7月には
太平洋地区が解禁となります。さっそ
く浜では水揚げされたばかりの毛が
にを取扱う関係者で賑わいを見せて
います。これからも生産者の皆様の安
全操業を祈っています。

　6月１日より解禁となったするめい
か漁に続き、噴火湾地区の長万部から
砂原までの各漁協では、6月20日より
毛がに籠漁が解禁となりました。水揚
げ初日から多くの買人が集まり、活気
に満ちた入札会が行われました。毛が
にの水揚げは7月12日まで続きます。
炊き立ての毛がにはこの時期にしか
味わえない逸品です。当管内へ足を運
んだ際にはぜひ、お召し上がりくださ
い。

　管内では6月20日にするめいかの
初水揚げがありました。まだ魚体の小
さいものが中心となっていますが、今
後魚体が大きくなるにしたがい水揚
げが増加することを願っています。ま
た、6月15日に奥尻島では、「第6回奥
尻ムーンライトマラソン」が開催され
ました。幻想的雰囲気の中でマラソン
が出来ることもあり、多くのランナー
が全国より集まり、さらには新鮮な海
産物に舌鼓を打てるとあって大いに
盛り上がりました。

大漁
祈願！ 　4月下旬から始まった後志管内の小

女子漁は水揚げ累計が1300トン（昨
年550トン）を越え、終漁となりまし
た。近年の水揚げを大きく上回る豊漁
に浜は非常に活気づいていました。6
月に入ってからは各浜でぶりの水揚げ
が好調となっていて、浜は大漁に沸い
ています。目回りは6キロ台と比較的
大きな漁体が揃っています。うに、な
まこ漁も解禁となり、今後のさらなる
水揚げが期待されます。
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　ご
多
分
に
漏
れ
ず
、居
酒
屋
に
は
よ
く
行

き
ま
す
。ふ
ら
っ
と
入
っ
た
居
酒
屋
で
な
る

ほ
ど
と
思
う
言
葉
を
目
に
し
ま
し
た
の
で

今
回
は
そ
の
紹
介
を
し
ま
す
。

　自
戒

一
、
つ
ら
い
こ
と
が
多
い
の
は
感
謝
を
知
ら

な
い
か
ら
だ

一
、
苦
し
い
こ
と
が
多
い
の
は
自
分
に
甘

え
が
あ
る
か
ら
だ

一
、
悲
し
い
こ
と
が
多
い
の
は
自
分
の
事

し
か
分
か
ら
な
い
か
ら
だ

一
、
心
配
す
る
こ
と
が
多
い
の
は
今
を
懸

命
に
生
き
て
い
な
い
か
ら
だ

一
、
行
き
づ
ま
り
が
多
い
の
は
自
分
が
裸

に
な
れ
な
い
か
ら
だ

　う
ー
ん
、皆
さ
ん
は
ど
う
思
い
ま
す
か
？

（
藤
江
）

13ページの間違いさがしの答え

みなさんのお便りでつくる
ページです。

なみまる

おたより箱

fr
om
 re

aders

雲
丹
漁
は
凪
の
日
が
多
く
操
業
が
順
調
で

す
。蛸
イ
サ
リ
漁
は
終
盤
で
す
。

（
小
樽
市

　宮
古
知
行
さ
ん
）

６
月
に
入
っ
て
初
物
の
烏
賊
の
刺
身
を

貰
っ
て
食
べ
ま
し
た
。ま
だ
、小
さ
い
け
れ

ど
大
漁
す
る
事
を
祈
っ
て
ま
す
。

（
泊
村

　秋
山
祐
子
さ
ん

　84
歳
）

雨
が
降
ら
な
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。海

は
凪
続
き
で
ウ
ニ
漁
は
休
み
な
し
で
す
。

（
小
樽
市

　宮
古
登
美
子
さ
ん)

平
成
か
ら
令
和
へ
変
わ
り
、こ
れ
か
ら
も

元
気
で
体
に
気
を
つ
け
る
よ
。

（
湧
別
町

　臼
井
ミ
セ
子
さ
ん

　84
歳
）

皆様からのお便り、写真、イラスト
をお待ちしています！

編集部からのお知らせ

６
月
15
日
か
ら
、棹
前
昆
布
の
ア
ル
バ
イ

ト
が
始
ま
り
ま
す
。昆
布
が
少
な
い
の
で
、

出
て
み
な
い
と
何
日
出
漁
出
来
る
か
、わ
か

ら
な
い
そ
う
で
す
。昆
布
森
と
言
う
地
名

な
の
に
ね
。人
手
不
足
で
、ど
こ
も
大
変

だ
っ
て
言
っ
て
ま
し
た
。

（
釧
路
市

　小
川
浩
依
さ
ん

　30
歳
）

根
室
出
身
の
私
は
、毎
年
、妹
夫
婦
の
昆
布

の
手
伝
い
に
行
き
ま
す
。広
報
６
月
号
に
は
、

根
室
の
記
事
や
写
真
が
の
っ
て
い
て
、楽
し

く
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
札
幌
市

　田
中
富
子
さ
ん

　64
歳)

今
年
も
大
忙
し
の
一
年
が
始
ま
り
ま
す
。

今
年
は
昆
布
が
少
な
い
と
の
話
で
す
が
、２

日
間
が
ん
ば
り
ま
す
。冬
に
蓄
え
た
、こ
の

脂
肪
、昆
布
で
少
し
で
も
減
ら
せ
る
様
、

こ
っ
ち
も
が
ん
ば
り
ま
す（
笑
）

（
厚
岸
町

　小
粒
あ
ん
こ
さ
ん

　57
歳)

今
月
末
か
ら
昆
布
漁
も
始
ま
り
、ま
た
忙

し
い
日
々
が
続
き
ま
す
。小
さ
な
子
供
か
ら

じ
い
さ
ん
、ば
あ
さ
ん
ま
で
家
中
み
ん
な
の

家
業
、体
に
気
を
つ
け
て
お
た
が
い
ガ
ン
バ

リ
ま
し
ょ
う
。

（
函
館
市

　若
葉
さ
ん

　68
歳
）

６
月
号
の
浜
の
お
か
あ
さ
ん
レ
シ
ピ
は
と

て
も
お
い
し
そ
う
で
す
ね
。挑
戦
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
函
館
市

　ふ
く
ふ
く
さ
ん

　37
歳)

今
年
の
春
先
は
暖
か
く
、桜
の
開
花
も
例

年
よ
り
早
か
っ
た
の
で
、昆
布
最
盛
期
に
は

身
入
り
の
良
い
昆
布
に
成
長
す
る
だ
ろ
う

と
、楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
が
、最
近
に

な
っ
て
、ず
っ
と
寒
い
日
が
続
き
、朝
、近
所

の
人
達
と
の
第
一
声
は「
お
は
よ
う
、や
ー

寒
い
ネ
ー
」で
す
。家
の
ま
わ
り
の
わ
た
す

げ
の
花
も
満
開
に
な
り
ま
し
た
か
ら
、お
天

道
様
、頑
張
っ
て
い
っ
ぱ
い
顔
を
出
し
て
く

だ
さ
い
ネ
。忙
し
く
て
も
や
っ
ぱ
り
暖
か
い

方
が
良
い
で
す
。豊
漁
で
、明
る
い
話
題
が

出
ま
す
様
に
。

（
浜
中
町 

昔
の
ね
え
ち
ゃ
ん
さ
ん  

71
歳)

私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
マ
グ
ロ
の
漁
を
し

て
い
ま
す
。大
漁
だ
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

魚
が
好
き
な
の
で
き
た
い
し
て
ま
す
。

（
福
島
町

　新
山
菫
さ
ん

　10
歳)

い
つ
も
ク
イ
ズ
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ボ
ケ
ボ
ウ
シ
に
頑
張
っ
て
い
る
所
で
す
。

（
根
室
市

　鍋
島
勇
子
さ
ん

　69
歳)

編
集
後
記

少
し
づ
つ
暖
か
く
な
っ
て
来
ま
し
た
ね
。先

日
妻
と
４
泊
５
日
の
旅
を
し
て
来
ま
し
た
。

天
候
も
よ
く
沢
山
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。

（
浦
河
町 

浦
河
の
じ
い
ち
ゃ
ん
さ
ん 

70
歳)

ホ
タ
テ
の
カ
ゴ
縫
い
が
終
わ
っ
た
の
で
ひ

さ
し
ぶ
り
に
応
募
し
ま
し
た
。次
の
仕
事
も

あ
り
ま
す
が
今
は一
息
つ
い
て
い
ま
す
。シ
ー

ク
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ
は
大
好
き
で
す
。冬
中
、

本
を
買
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
。（
笑
）

（
初
山
別
村

　細
野
京
子
さ
ん

　64
歳)

７
月
第
３
月
曜
日（
今
年
は
７
月
15
日
）は

海
の
日
、同
日
を
含
む
７
月
１
日
か
ら
31
日

ま
で
の
１
ヶ
月
間
は「
海
の
月
間
」で
す
。「
海

の
恩
恵
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、海
洋
国
日

本
の
繁
栄
を
願
う
」事
を
趣
旨
と
す
る
祝
日

と
そ
れ
に
関
連
す
る
月
間
は
平
成
に
制
定
さ

れ
た
も
の
で
す
が
、こ
の
思
い
が
令
和
に
引
き

継
が
れ
、ま
す
ま
す
繁
栄
し
ま
す
よ
う
に
。

（
浜
頓
別
町

　小
野
了
さ
ん

　47
歳)

公益社団法人 北海道海難防止・水難救済センター

忘れまい！ 航海（後悔）の前にはライフジャケット

次の①～③を明記の上、ご応募ください。抽選
で５名様に図書カードをプレゼントします。

①なみまるおたより箱への投稿（お便り、写真、
イラスト等）や、広報なみまるくん7月号への
感想・ご意見など（※150字程度まで）

　②13ページのシークワードの答え
　③住所・氏名・年齢・電話番号

※「なみまるおたより箱」には①からご紹介します。ご応募いた
だいた方の個人情報は、図書カード進呈や、お便り、写真、
イラスト等の掲載（氏名、年齢、市町村名）にのみ使用いた
します。写真やイラストは、返却できませんのでご了承ください。

〈宛先〉 7月23日までにお送りください。　
（郵便） 〒060-0003
　　　 札幌市中央区北３条西７丁目１番地
　　　 北海道ぎょれん 総務企画部 広報担当　
（ＦＡＸ） 011-242-3543　
（電子メール） info@gyoren.or.jp
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今回は「たこ焼き風かき揚げ」をご紹介します。

天つゆや塩はもちろん、ソースで食べてもおいしい

です。たこの旨みときゃべつの甘みに、紅しょうが

がアクセントになるたこ焼き風です。

材料（4人分）

たこ焼き風かき揚げ
本場に負けないおいしさ

浜のおかあさん

レシピ

すべての材料をみじん切りにする。
天ぷら粉を水で溶き、①を入れて混ぜる。
②をスプーンですくい、熱した油で揚げる。
カラッと揚がったら油を切って、皿に盛って出来上
がり。

❶
❷
❸

作り方

ゆでたこ足…120ｇ
たまねぎ…１/４個
きゃべつ…1枚
紅しょうが…10ｇ

天ぷら粉…１カップ
水…１００ｃｃ
サラダ油…適量

特集
第57回 北海道漁業協同組合長会議
第70回 ぎょれん通常総会

石狩湾漁協

中井 寿美子さん
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